
国
土
交
通
省
に
働
く
多

く
の
管
理
職
員
は
、
仕
事

と
処
遇
や
将
来
の
生
活
に

つ
い
て
の
不
満
や
不
安
と

要
求
を
持
ち
な
が
ら
も
、

管
理
職
員
だ
か
ら
と
い
う

こ
と
で
物
申
す
こ
と
も
出

来
ず
に
ひ
た
す
ら
耐
え
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
実
態

が
長
く
続
い
て
き
ま
し
た
。

（
前
回
ア
ン
ケ
ー
ト
報
道
）

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た

管
理
職
員
の
想
い
や
悩
み

を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
把
握
し

て
、
こ
れ
を
基
に
要
求
と

し
て
ま
と
め
、
国
土
交
通

省
、
人
事
院
、
総
務
省
に

要
求
書
を
提
出
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
出
さ
れ
た
切
実

な
「
想
い
」
や
「
声
」
を

示
し
な
が
ら
、
管
理
職
員

の
処
遇
改
善
を
追
及
し
て

い
く
中
で
、
定
年
退
職
者

の
退
職
前
６
級
昇
格
、
強

制
的
・
組
織
的
「
若
年
勧

奨
」
中
止
、
管
理
職
再
任

用
者
の
３
級
昇
格
、
管
理

職
特
別
勤
務
手
当
の
支
給

な
ど
要
求
を
前
進
さ
せ
て

き
て
い
ま
す
。

総
務
省
、
人
事
院
は
政

府
の
言
い
な
り
に
、
退
職

金
の
大
幅
引
き
下
げ
を
行

い
、
５
０
歳
台
後
半
の
職

員
の
給
与
引
き
下
げ
を
画

策
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
倍
自
民
党
政

権
は
、
消
費
税
の
増
税
を

柱
に
国
民
生
活
を
大
き
く

切
り
下
げ
る
政
策
を
強
引

に
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
称
し
国

土
強
靱
化
政
策
に
よ
り
大

型
公
共
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

一
方
職
場
で
は
、
国
土

強
靱
化
政
策
と
消
費
税
増

税
の
腰
折
れ
を
回
避
す
る

こ
と
を
名
目
に
大
型
補
正

予
算
の
執
行
な
ど
定
員
削

減
の
中
で
一
層
の
健
康
被

害
と
労
働
強
化
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
こ
う
し
た
業
務
執
行
上

で
の
問
題
点
、
将
来
の
生

活
設
計
な
ど
の
職
場
の
気

分
や
感
情
を
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
取
り
組

む
も
の
で
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
管

理
職
員
等
を
対
象
に
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
日

本
国
内
で
も
余
り
例
が
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

国
交
省
当
局
や
人
事
院
で

も
注
目
し
て
い
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

職
場
で
は
次
か
ら
次
へ

と
難
局
が
押
し
寄
せ
過
重

な
業
務
に
追
い
た
て
ら
れ
、

将
来
も
見
通
せ
ず
、
沈
黙

と
閉
塞
感
が
蔓
延
し
て
い

ま
す
が
、
私
た
ち
は
こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
毅
然
と

し
て
職
場
の
意
志
を
示
す

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
ま

す
。ア

ン
ケ
ー
ト
の
数
は
、

大
き
な
職
場
世
論
と
な
り

要
求
解
決
の
力
と
な
り
ま

す
。管

理
職
員
等
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
、
ぜ
ひ
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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第９回管理職等アンケートに託してください

業務執行や処遇改善等に関する要求
国
土
交
通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
７
月
よ
り｢

管
理
職
等
ア
ン
ケ
ー
ト｣

を
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
国
土
交
通
省
（
旧
建
設
）
の
本
省
、
地
方
整
備
局
、
国
土

地
理
院
等
に
勤
務
す
る
管
理
職
員
等
を
対
象
に
、
１
９
９
８
年
の
結
成
以
来
、
２
年
に

１
回
実
施
し
て
い
る
も
の
で
今
回
が
９
回
目
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た

声
を
背
景
に
多
く
の
要
求
を
実
現

＜要求前進の内容＞
退職前全員六級発令実現
課長・出張所長五級定数大幅増
再任用指導員ポスト新設、三級発令実現
再任用指導官ポスト新設、四級発令実現
管理職手当増額実現
管理職特別勤務手当の運用拡大
深夜・災害時超過勤務手当の支給検討
各地で発生しているパワハラを解消
管理職員の超勤実態調査の実施

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

業
務
執
行
関
係
を
重
点

設問の回答は
設問に対する回答は８月３１日までに

「別紙」回答用紙に記入して、職場の管
理職ユニオンの担当者に渡して下さい。

近くに管理職ユニオンの担当者がいな
い場合は、同封の返信用封筒に入れて投
函してくださるようお願いいたします。



政
府
の
方
針
と
し
て
、

平
成
２
５
年
度
補
正
予
算

「
６
月
ま
で
に
７
０
％
、

９
月
ま
で
に
９
０
％
程
度
」

平
成
２
６
年
度
本
予
算
「
６

月
ま
で
に
４
０
％
、
９
月

ま
で
に
６
０
％
以
上
」
の

発
注
率
を
確
保
す
る
こ
と

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
は
団
体
交
渉

で
、
平
成
２
５
年
度
補
正

予
算
の
３
月
末
１
０
０
％

発
注
の
指
示
が
地
整
の
勝

手
な
判
断
で
下
ろ
さ
れ
多

く
の
職
員
が
労
働
強
化
に

苦
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
追
及
し
、
こ
れ
に
対
し

て
官
房
長
は
、
「
政
府
の
方

針
に
則
し
て
全
体
目
標
を

踏
ま
え
て
適
切
に
対
処
し

て
い
く
」
「
国
交
省
と
し
て

１
０
０
％
の
指
示
の
話
し

は
知
ら
な
い
」
（｢

ユ
ニ
オ

ン
ニ
ュ
ー
ス
２
２
２
号｣

参

照
）
と
回
答
し
て
い
ま
し

た
。し

か
し
、
職
場
で
は
官

房
長
回
答
と
は
違
う
実
態

に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

平
成
２
６
年
度
本
予
算
で

も
本
省
や
各
地
整
の
一
部

幹
部
が
自
ら
の
保
身
と
出

世
の
た
め
に
、
政
府
目
標

に
上
積
み
を
し
た
発
注
率

を
掲
げ
職
員
に
労
働
強
化

を
強
い
て
い
る
こ
と
を
ユ

ニ
オ
ン
ニ
ュ
ー
ス
２
２
４

号
で
明
ら
か
に
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
具

体
的
内
容
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
表
は
、
各
地

整
の
道
路
部
を
中
心
と
し

た
平
成
２
５
年
度
補
正
予

算
と
平
成
２
６
年
度
本
予

算
の
各
地
整
別
の
発
注
率

（
一
部
類
推
）
目
標
で
す
。

「
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
だ
け

に
儲
け
が
集
中
し
て
い
る
」

と
の
批
判
や
「
景
気
刺
激

政
策
と
し
て
の
公
共
事
業

の
大
型
発
注
に
疑
問
」
の

声
も
あ
る
中
で
、
職
員
は
、

長
時
間
労
働
に
耐
え
健
康

と
家
庭
を
犠
牲
に
し
て
予

算
の
早
期
執
行
に
努
め
て

い
ま
す
。
用
地
未
買
収
地

や
地
元
説
明
前
の
発
注
や
、

増
額
変
更
前
提
や
不
要
・

不
急
な
箇
所
の
施
工
、
発

注
率
を
上
げ
る
た
め
に
「
規

則
・
法
律
無
視
」
に
近
い

よ
う
な
実
態
が
強
行
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
業
務
を
強
要
さ

れ
て
い
る
管
理
職
員
な
ど

の
心
労
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
何
か

問
題
が
発
生
す
れ
ば
担
当

出
張
所
長
や

課
長
が
処
分

の
対
象
に
さ

れ
、
最
悪
の

場
合
は｢

被

告
席｣

に
座

る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

本
省
や
地

整
幹
部
の
皆

さ
ん
、
も
う

一
度
我
に
戻

り
局
や
事
務

所
・
出
長
所

の
実
態
を
見

つ
め
直
し
て

く
だ
さ
い
。

関
東
支
部
は
６
月
２
８
日

（
土
）
に
都
内
で
第
１
７
回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
昨
年
１
年
間
の
運

動
の
総
括
及
び
２
０
１
４
年
度

の
運
動
方
針
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
ま
し
た
。

管
理
職
特
勤
で
は
休
日
に
自

宅
で
対
応
し
て
も
要
件
が
満
た

さ
れ
れ
ば
支
給
さ
れ
る
こ
と

や
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
当
局

と
話
を
す
る
中
で
イ
ン
ト
ラ
に

相
談
窓
口
が
で
き
た
こ
と
。

ま
た
、
災
害
対
応
で
テ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ス
を
災
害
現
場
に
派
遣

し
て
い
る
が
、
従
来
の
危
険
手

当
等
と
現
場
で
ず
れ
が
生
じ
て

い
る
こ
と
。

職
場
の
実
態
で
は
、
こ
こ
２

年
ほ
ど
で
出
張
所
や
事
務
所
に

空
き
ポ
ス
ト
が
増
え
て
お
り
、

出
張
所
の
開
き
ポ
ス
ト
の
一
部

に
再
任
用
の
指
導
員
が
配
置
さ

れ
た
こ
と
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

連
で
用
地
買
収
が
急
が
れ
て
い

る
事
務
所
へ
、
も
っ
ぱ
ら
併
任

を
か
け
収
用
の
手
続
き
を
急
ご

う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

で
は
、
何
で
も
か
ん
で
も
関
連

事
業
と
し
、
ま
た
無
駄
遣
い
と

批
判
を
浴
び
て
し
ま
う
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
、
事
業

を
早
期
に
進
め
よ
う
と
す
る
あ

ま
り
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
へ
の
懸
念

も
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
役
員
改
正
を
行
い
新

に
上
林
委
員
長
、
安
藤
事
務
局

長
を
選
出
し
ま
し
た
。

平成２５年度補正予算・平成２６年度本予算の発注率

各地整｢発注率あげろ｣の大号令の内容

団交で「国交省として補正１００％の指
示の話しは知らない」と回答する官房長

ユニオン関東支部
役 職 氏 名 所 属

委員長 上林喜美夫 京浜河川
副委員長 西澤純 夫 横浜国道
副委員長 上田誠 横浜国道
副委員長 中川順次 北首都国道
事務局長 安藤勇 首都国道
事務局次長 星野豊 東京国道

６月 ７月 ８月 ９月
政府
方針

　６月７０％、
９月９０％

40% 60%

東北 １００％（５月まで） 50 60 70
北陸 ９０（限りなく１００） 40 90
関東 100% 50 60 70 80
中部 １００％差金含め
近畿 100% 50 60 70
中国 40 60
四国 100% 60 70 80
九州 １００％（５月まで） 40 60

各地整における発注率の指示

Ｈ２５補正６月末

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
に
こ
じ
つ
け

無
駄
遣
い
の
批
判
の
可
能
性

関
東
支
部
大
会




